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を
取
る
た
め
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と
聞
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し
た
。
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薬
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。
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」
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し
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。
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少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
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は
麻
薬
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す
る
多
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の
誤
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を
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い
る
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史
号
に
な
ら
な
い
の
か
」
と

い
う
不
安
が
払
拭
(
ふ
っ
し
ょ

く
ぎ
れ
て
い
な
い
た
め
で
す
。

ま
た
、
使
用
開
始
当
初
に
は
便

秘
や
め
ま
い
、
吐
き
気
な
ど
の

障
を
来
し
て
い
る
人
に
と
っ

て
、
痛
み
を
取
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